
 

 

在日米軍再編に伴う新田原基地での訓練移転について 

（お 知 ら せ） 

町民の皆様へ 

在日米軍再編にかかる新田原基地への訓練移転等につきましては、

町民の皆様に大変ご心配をおかけいたしております。 

令和８年２月５日、防衛省から、在日米軍再編に伴う新田原基地を使

用しての日米共同訓練を実施するとの通知がありましたのでお知らせい

たします。 

九州防衛局に対して協定書等を遵守し、訓練期間中の安全対策、 

騒音対策の徹底を強く求めました。 

なお、訓練移転の実施に伴い「新富町米軍訓練移転連絡本部」を  

次のとおり設置することといたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月６日 

新富町長 小 嶋 崇 嗣

（訓練概要については裏面をご覧ください） 

 



 

 

米軍再編に伴う訓練移転（日米共同訓練）３月９日～３月１９日実施 

 

九州防衛局から、在日米軍再編に伴う新田原基地を使用しての日米共同訓練を実施する

との通知がありましたのでお知らせいたします。 

なお、訓練移転に伴い「新富町米軍訓練移転連絡本部」を設置することといたします。 

 

訓 練 概 要（予定） 

 

１ 訓練期間  令和８年３月９日（月）～３月１９日（木） 

（訓練期間の前後に、訓練参加機及び人員・物資の輸送機の展開・撤収が行われる予定） 

２ 使用基地  航空自衛隊新田原基地 

３ 使用空域  四国沖空域、九州西方空域及び沖縄周辺空域 

４ 訓練内容  戦闘機戦闘訓練等 

５ 参加部隊  ［米   軍］第１８航空団（嘉手納） 

［自 衛 隊］第５航空団（新田原） 

６ 参加規模  タイプⅡ 

［米   軍］Ｆ－３５Ａ×１０機程度、人員１７０名程度 

         ［自 衛 隊］Ｆ－１５×８機程度 

７ 宿  舎  新田原基地内宿泊施設を利用予定 

８ そ の 他  本内容については、今後、変更される場合があります。 

 

【九州防衛局・基地の対応】 

１ 新田原基地内に現地対策本部を設置し、２４時間連絡の取れる体制を整備。 

２ 米側に対し、厳正な服務規律の遵守及び綱紀粛正の徹底の要請を行う。 

 

【町の対応】 

１ 訓練期間中は、連絡本部（役場基地対策課内）を設置し情報収集を行い、国の現地対策

本部と連携する。 

２ 訓練期間中は、飛行状況を把握するため目視調査を実施する。 

３ 今回の概要については、町ＨＰに掲載します。また、訓練概要に変更が生じた場合は、

防災ラジオ等でお知らせします。 

 


